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［撮影：関口淳吉］

舞台

を、豊かな笑いと涙で描き出す、アイルランド演劇を代表
するひとりだ。
 　『銀杯』が書かれた数年前から、ダブリンの下層民たち
を描いた悲喜劇 “ダブリン三部作”によって、彼の名はす
でに世に知られていたが、それらは常に物議を醸してい
た。彼は笑いをふんだんにまぶしながらも、市井の人々の
ありのままを描写した。そこに描かれたダブリン市民の欺
瞞・不寛容・残酷さは、当時の愛国者たちにとって受け入
れがたいものだった。その為、時に上演は妨害され、暴動
にまで発展したと言う。『The Silver Tassie 銀杯』に至って
は、劇場側が上演自体を拒絶したため、初演はロンドンで
行われた。「本作品では、ダブリンにおけるありふれた日
常と、戦場における極限状態とが対比的に描かれる。その
どちらにも等しく“暴力”が存在するということを、オケイ
シーは人々に訴えたかった」と森は分析する。

　ハリー・ヒーガンを演じる中山優馬には、「作者のショー
ン・オケイシーは反骨の社会派として知られ、当時、彼の
作品は常に物議を醸していました。実際、ここまで奇妙か
つパワフルな反戦悲喜劇を私は知りません。今回、この大
作に中山くんと挑めることを、本当に嬉しく思います。戦
争によって、夢ある人生を奪われてしまう主人公のハ
リー。『命ある限り望みはある』という慰めの言葉すら彼に
は呪わしい……。非常な覚悟を要する役です。今も昔も、
世界中にハリーはいます。断言できますが、この舞台には
俳優・中山優馬が必要です。一緒に頑張りましょう！」と、
森はエールを送る。
　劇中で歌や楽器演奏も披露する中山は、この言葉を受
け、こうコメント。

https://setagaya-pt.jp/

『The Silver Tassie 銀杯』

　銀杯（優勝カップ）を抱え、輝かしい将来を嘱望された
ひとりのフットボール選手ハリー・ヒーガンを軸に、青春
期特有の恋愛ドラマを織り込みながら、そのハリーが戦地
へと向かい、国家の大義名分ともいうべき「戦争」の犠牲
になっていく……。1929年初演の『The Silver Tassie 銀
杯』は、アイルランドの劇作家ショーン・オケイシー（1880
～1964）の手で書かれたが、その初演はダブリンのアベイ
劇場での上演を拒否され、作者自身は故国を愛しつつも
仕事の場を求めてイギリスに永住を決意、ロンドンで初日
の幕をあけたという因縁の作品。
　世田谷パブリックシアターでの日本初演に向けて、森新
太郎は、「第一次大戦中、約20万人のアイルランド人がイ
ギリス兵として戦場に向かった。それは、イギリス帝国内
でアイルランドが対等の立場を得るための、積極的な戦
争協力であった。すぐにイギリス側が勝利するという楽観
的な憶測は外れ、戦争は長期化、地獄のような塹壕戦を兵
士たちは味わうことになる。そして大戦の終結から10年
後、ショーン・オケイシーはこの戯曲を書いた。一種の反
戦劇である」と位置づける。
　ショーン・オケイシーは、ダブリンのスラム街に生まれ、
アイルランド独立のために戦うようになり、劇作家になっ
たのはかなり遅く、1923年、40代で書いた『狙撃兵の影』
がデビュー作。以後の作品も素朴な人間の喜びと悲しみ

 「今回、シルバー・タッシーに出演出来る事大変有難く思
います。森さんが演出をなされた舞台を拝見させて頂い
た時に、背筋が伸びる思いというか、神経を研ぎ澄ませ
て、全力で挑まないと自分には務まらないなと思いまし
た。きっと稽古の段階から濃厚で密な時間を過ごせると
思います。どの様に仕上がったのか、是非劇場で確かめ
て下さい。一生懸命頑張ります」
　歌あり、笑いあり、涙ありの賑やかな“反戦悲喜劇”が、
この混迷の時代の日本にどう響くのか。いまから興味は
尽きない。
 「ロンドンの初演から90年、おそらく今回が日本での初演

となる。彼の鳴らした警鐘は、現在の我々にどう響くであ
ろうか。他に類を見ない、この奇妙かつパワフルな反戦悲
喜劇を、どうか劇場で目撃していただきたい」（森）

世田谷パブリックシアター

『The Silver Tassie  銀杯』
11月9日［金］～25日［日］

お問合せ：劇場チケットセンター
  　 03-5432-1515 

　   車いすスペース有り（定員有り、前日19時までに要予約 　　 03-5432-1515）  　　   　託児有り（定員有り  2,000円、3日前の正午までに要予約  　　03-5432-1526 ）  　せたがやアーツカード会員（前売のみ）　　　　　世田谷パブリックシアター友の会会員（前売のみ）　　　　　18歳から24歳対象（要事前登録・前売のみ）　　　　 　　（要年齢確認）友 U24 高校生以下

“音楽”を手がける国広和毅
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　『管理人』で現代都市の底辺であがく男たちのかくも
滑稽で、かくも哀しい現実を、シアタートラムという密な
空間でリアルにあぶり出した森新太郎が、今度はスケール
感たっぷりの骨太な反戦劇『The Silver Tassie 銀杯』を
世田谷パブリックシアターで演出する。出演者22人の先
頭に立つのは、悲劇のフットボール選手を演じる中山優
馬。11月の公演に向けて意気込む森と中山からコメント
が届いた。

※発売日初日は窓口販売なし
※会員先行のみ1申込につき1公演4枚まで

◎＝ポストトークあり　出演：森新太郎、中山優馬　ほか　※開催回のチケットをお持ちの方がご参加いただけます。
■＝視覚障害者のための舞台説明会（要事前申込・無料）

森新太郎 中山優馬

 ショーン・オケイシー　　　　　フジノサツコ　　　 森新太郎
 中山優馬　矢田悠祐　横田栄司　浦浜アリサ　安田聖愛　土屋佑壱
 麻田キョウヤ　岩渕敏司　今村洋一　チョウ ヨンホ　駒井健介　天野勝仁　
 鈴木崇乃　吉田久美　野田久美子　石毛美帆　永石千尋　秋山みり
 山本 亨　青山 勝　長野里美　三田和代

作 翻訳・訳詞 演出
出演

『岸 リトラル』戯曲リーディング・本公演、『ペー
ル・ギュント』『シャンハイムーン』……とまだ記憶
に新しい世田谷パブリックシアター主催公演で音
楽を担当し、時には舞台で演奏をし、舞台に欠か
せない“音楽”を『The Silver Tassie 銀杯』でも手
がける国広和毅。音楽を通して90年前の戯曲を
どう舞台で立ち上げるか、思いを聞いてみた。

──多彩な舞台作品と向き合い、そしてさまざま
な演出家と組み、音楽のプランナーとして楽曲を
提供し、また自ら演奏をするなど、幅広くご活躍
ですが、国広さんの音楽的なルーツというと。
「5歳でピアノを習い始め、10代でギターと作曲
を始めました。三味線もその頃からでしょうか。
高校時代は自宅録音でアルバムらしきものを
作ったり、ロック編成のバンドでコンテストに出
たり。大学時代、時間をかけて戯曲を読み解き
ながら作る演劇の音楽にやりがいを感じ、舞台
音楽に目覚めました。演劇は照明や美術など構
成要素が多くて面白そう、という単純な発想もあ
りました。今でも音楽は演劇の一部だと大雑把
に思っています。そう思おうとする時があるとい
うか……」
──具体的にいいますと……
「音楽家が作曲する上で“いま/ここ”と向き合うこ

とはとても大切だと思います。でもその文脈から
逃れられず不自由を感じることもある。そんな
時、例えば2018年の東京が舞台の架空の演劇
作品の音楽を作るつもりになってみると、逃れら
れない文脈をまとうことを積極的に楽しめたりす
るんです。さらに実際の演劇の仕事では作品毎
に様々な設定の“いま/ここ”と対峙させてもらえ
る。色々やりたがりの僕にはとても有り難いこと
です」
──今回の作品、90年前の戯曲で、第一次世界
大戦さ中のアイルランドが舞台です。
「硬派でストレートな反戦戯曲だと思います。ま
ずは当時のアイルランドの音楽や楽器について
勉強します。世界の民族音楽好きの僕にとって
はこれも有意義な作業ですが、そこから先が問
題です。稽古場に溢れるヒントを逃さず形式に
とらわれないプランを立てていきたいと思って
います。音楽全体のコンセプトは演出家の言葉
から、トーンやテンポ感は役者さんの演技から、
スケール感は稽古場に組まれた仮の舞台セット
からヒントを貰うことがよくあります。それから今
回は歌が多い。戯曲で指定された曲も多いの
で、僕が全て作曲するわけではありませんがス
コットランド民謡、グレゴリオ聖歌風の歌など20
曲以上です。キャスティングに先立ち春にオー
ディションをした際、森さんからは歌を厳しくみ
て欲しいと要望がありました。僕は音程やリズム

感などの歌唱力以外にも、表現力というのかな、
シンガーとしてでなく、役柄としてどう声を出せ
るのかを集中して聴いていました。いわゆるソ
ングではなく、言葉を“吟じる”ように歌う場面が
ありますので」
──劇中での数多い音楽はどういう役割を果た
すとお考えですか。
「笑いがあって涙もある、賑やかな反戦悲喜劇と
謳っていますが、筋は救いのない話なんですね。
それがまさに戦争のリアルだと思います。そん
な中、歌の存在だけがある種の救いになってい
る。登場人物達の思いの表れとしての歌に期待
したい一方で旋律の持つ音楽的な美しさそのも
のも最大限表現できれば、と思っています」

◉  くにひろ・かずき

作曲家、ボーカリスト、ギタリスト。「ダた」 「Aujourd’hui il 
fait beau」 「Théâtre MUIBO」 メンバー。舞台／映像作品へ
の楽曲提供や音楽監督としての参加も多い。近年の主な
作品に、『炎 アンサンディ』『夢幻恋双紙 赤目の転生』『中橋
公館』『きらめく星座』『ペール・ギュント』『アンチゴーヌ』
『Shakespeare's R&J』『シャンハイ
ムーン』『岸 リトラル』『ヘッダ・ガ
ブラー』、NHKアニメ『白い本』など
がある。
『fffffffffffffffffffffff-生まれて初め
て出すフォルテ』『ゴッゴローリ伝
説』では構成・演出。

森新太郎　もり・しんたろう
演劇集団円に所属。自身が主宰するモナカ興業でも活躍中。2009年、毎日芸術賞演
劇部門・第11回千田是也賞、第64回文化庁芸術祭優秀賞受賞。14年、『汚れた手』
『エドワード二世』などの演出で第21回読売演劇大賞最優秀演出家賞、および第64
回芸術選奨新人賞受賞。世田谷パブリックシアター主催公演では、08年『日本語を読
む～リーディング形式による上演～「城塞」』、09年『ドラマリーディング31「世界が緑
色だったとき」（シェフのお話）』、11年東北大震災復興支援のリーディング公演『いの
ちを詠う』、12年『ハーベスト』、14年『THE BIG FELLAH ビッグ・フェラー』、17年『管理
人』を演出。本年2月より8月中旬まで、文化庁新進芸術家海外留学制度でシンガ
ポールに滞在。

中山優馬　なかやま・ゆうま
1994年、大阪府出身。2008年4月、NHK連続テレビドラマ『バッテリー』でドラマ初
出演にして初主演を務める。12年に、初のソロシングルをリリース。15年に、初のソ
ロコンサートを開催。TVドラマは、09年『恋して悪魔～ヴァンパイア☆ボーイ～』、12
年『Piece』、17年『北斗―ある殺人者の回心―』の主演。映画は、16年『ホーンテッ
ド・キャンパス』（松竹）の主演、今年3月の『雲天に笑う』など。舞台は15年『ドリアン・
グレイの肖像』（作：オスカー・ワイルド 脚本：G2 演出：グレン・ウォルフォード）で
舞台初主演。16年『それいゆ』（演出：木村淳）、「A NEW MUSICAL『クロスハート』」
(演出：玉野和記)主演。17年「ABKAI2017『～石川五右衛門 外伝～』」、ミュージカル
『にんじん』（演出：栗山民也）、18年「ミュージカル『Endless SHOCK』」(作・構成・演
出：ジャニー喜多川)等に出演しキャリアを重ねている。世田谷パブリックシアター
への出演は本作が初めてとなる。

森新太郎 「俳優・中山優馬が必要です」
中山優馬 「一生懸命頑張ります」

　　  S席（1・2階席）7,800円　A席（3階席）4,800円　
　　  S席7.600円　　　　S席7,300円　  　　   　　  一般の半額　
一 般

友 高校生以下U24 9月9日（日）一般発売
※未就学児入場不可


















